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 応募者は、植物の自家不和合性の分子機構において数々の先駆的業績

を上げ、国際的にも極めて高い評価を受けている。本研究では、これま

での研究成果を踏まえて自家不和合性の未解決課題を整理・抽出し、そ

れらの課題解決のためにタンパク質構造化学的解析、情報伝達経路の解

明、進化学的アプローチを展開するものである。研究の焦点はよく絞ら

れており、研究計画及びその遂行能力も申し分ないものと判断でき、大

きな研究成果が期待できる。以上のことから、本研究は当該研究分野を

リードし、日本が世界に誇れる研究となり得るものであり、基盤研究（Ｓ）

として採択すべき課題であると判断した。 

 

 

 




